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平
成
四
年
度
全
難
連
総
会
開
催
さ
れ
る

　

平
成
四
年
度
の
全
難
連
定
期
総
会
が
、
去
る

六
月
二
一
日
、
東
京
新
宿
の
戸
山
サ
ン
ラ
イ
ズ

で
開
催
さ
れ
、
加
盟
各
団
体
の
会
員
や
関
係
者

約
百
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
平
成
三
年
度
の
活
動
報
告
と

決
算
報
告
が
承
認
さ
れ
、
ま
た
平
成
四
年
度
の

活
動
方
針
案
と
予
算
案
が
討
議
さ
れ
、
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
今
年
度
の
役
員

が
改
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
全
難
連
に
オ
ブ
ザ
ー
参
加
し

て
い
る
強
直
性
脊
椎
炎
友
の
会
の
井
上
事
務
局

長
が
「
強
直
性
脊
椎
炎
に
つ
い
て
」
を
、
ま
た

日
本
Ａ
Ｌ
Ｓ
協
会
の
松
岡
事
務
局
長
が
Ｉ
．
筋
萎

縮
性
側
索
硬
化
症
に
つ
い
て
」
を
講
演
。
自
分

以
外
の
難
病
や
患
者
が
抱
え
る
問
題
な
ど
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
あ
い
ま
し
た
。

　

改
選
さ
れ
た
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

会

　

長

　

岩
下

　

宏

　
　
　
　
　
　
　

（
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
友
の
会
）

副
会
長
武
田
治
子
（
筋
無
力
症
友
の
会
）

副
会
長

　

八
宗
岡
峰
起
子
（
膠
原
病
友
の
会
）

事
務
局
長

　

赤
坂
清
子

　
　
　
　
　
　
　

（
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
友
の
会
）

事
務
局
次
長

　

長
谷
川
孝

　

（
全
腎
協
）

会

　

計
柳
光
夫

　
　

（
全
腎
協
）

会
計
監
査

　

丸
山
正
樹

　
　

（
Ａ
Ｌ
Ｓ
協
会
）

会
計
監
査

　

阪
本
秀
夫

　
　
　
　
　
　
　
　

（
多
発
性
硬
化
症
友
の
会
）

第
三
回

　

「
難
病
を
考
え
る
集
い
」

　

全
難
連
主
催
の
第
三
回
「
難
病
を
考
え
る
集

い
・
講
演
会
」
が
去
る
三
月
十
四
日
東
京
の
日

本
青
年
館
で
開
催
さ
れ
、
加
盟
各
団
体
の
会
員

や
、
テ
レ
ビ
で
開
催
を
知
っ
た
一
般
の
方
等
約

百
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は
厚
生
省
老
人

福
祉
計
画
課
中
村
課
長
が
「
高
齢
者
対
策
十
か

年
戦
略
（
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
）
に
つ
い
て
」
、

ま
た
東
京
女
子
医
科
大
学
小
暮
教
授
が
「
難
病

と
眼
の
病
気
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
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☆
平
成
三
年
度
活
動
経
過
報
告

７
月
７
日

　

平
成
三
年
度
定
期
総
会

　
　

講
演
は
厚
生
省
疾
病
対
策
係
の
烏
帽
子
田

　

課
長
補
佐
（
当
時
）
に
お
願
い
し
、
国
の
難

　

病
対
策
に
つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
い
た
。

1
2
月
５
日

　

厚
生
省
交
渉

　

全
難
連
側
か
ら
提
出
し
た
要
望
項
目
と
、

そ
れ
に
対
す
る
回
答
の
概
要
は
次
の
通
り
。

①
原
因
究
明
の
た
め
の
調
査
研
究
費
の
増
額

　

を
↓
現
行
額
を
大
蔵
省
に
認
め
さ
せ
る

　

の
が
や
っ
と
で
、
増
額
は
難
し
い
。

②
在
宅
看
護
対
策
の
促
進
を
↓
相
談
事
業
、

　

訪
問
診
療
事
業
を
さ
ら
に
充
実
し
て
ゆ
く
。

③
Ｍ
Ｃ
Ｔ
Ｄ
を
難
病
指
定
に
↓
優
先
順
位

　

が
高
い
と
認
識
し
て
い
る
。

④
長
期
療
養
病
棟
の
設
置
を
↓
結
核
病
棟

　

等
を
切
り
換
え
て
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

⑤
病
棟
看
護
要
員
の
増
員
と
、
そ
の
た
め
の

　

診
療
報
酬
の
改
定
を
↓
診
療
報
酬
改
定

　

は
中
医
協
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

⑥
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
器
の
開
発
を

　

↓
今
後
と
も
す
す
め
て
い
く
。

　

⑦
国
立
難
病
セ
ン
タ
ー
の
設
立
を
↓
現
段

　
　

階
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　

⑧
難
病
救
済
基
本
法
の
制
定
を
↓
独
自
の

　
　

法
律
は
考
え
て
い
な
い
。
社
会
保
障
拡
充

　
　

の
中
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

1
2
月
1
2
日

　

国
立
犀
潟
療
養
所
訪
間

1
2
月
2
0
日

　

医
療
法
改
正
案
に
つ
い
て
厚
生
省

　

と
交
渉
。
特
に
「
特
定
機
能
病
院
」
「
療
養

　

型
病
床
群
」
の
二
点
に
つ
い
て
、
厚
生
省
側

　

の
見
解
を
た
だ
し
た
。

本
年
２
月
医
療
法
改
正
案
審
議
に
先
が
け
て
、

　

衆
参
両
院
の
厚
生
委
員
全
員
に
、
次
の
点
に

　

つ
い
て
「
要
請
書
」
を
郵
送
。

　

①
高
度
医
療
と
高
度
の
介
護
が
可
能
な
「
難

　
　

病
病
床
」
を
特
定
機
能
病
院
、
一
般
病
院

　
　

に
設
置
し
て
ほ
し
い
。

　

②
「
難
病
病
床
」
に
は
、
診
療
報
酬
の
定
額

　
　

制
を
導
入
し
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
。

　

③
「
難
病
病
床
」
に
は
、
入
院
期
間
に
よ
る

　
　

診
療
報
酬
の
格
差
を
設
け
な
い
で
ほ
し
い
。

３
月
1
4
日
「
難
病
を
考
え
る
」
講
演
会
開
く
。

☆
平
成
四
年
度
活
動
方
針

一
、
難
病
の
原
因
究
明
と
合
併
症
を
含
め
た
治

　

療
法
の
早
期
確
立
を
厚
生
省
に
働
き
か
け
ま

　

す
。

二
、
難
病
対
策
の
強
化
と
医
療
福
祉
の
向
上
を

　

厚
生
省
に
働
き
か
け
ま
す
。

三
、
特
定
疾
患
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
Ｍ
Ｃ

　

Ｔ
Ｄ
（
混
合
性
結
合
組
織
病
）
を
始
め
と
す

　

る
難
病
を
一
日
も
早
く
指
定
す
る
よ
う
に
厚

　

生
省
に
要
望
し
ま
す
。

四
、
高
度
の
医
療
、
高
度
の
介
護
を
必
要
と
す

　

る
重
症
患
者
が
安
心
し
て
入
院
で
き
る
場
所

　

を
確
保
す
る
よ
う
厚
生
省
に
働
き
か
け
ま

　

す
。

五
、
難
病
患
者
と
家
族
の
社
会
的
救
済
制
度
の

　

確
立
の
た
め
に
身
体
障
害
者
福
祉
法
等
の
枠

　

の
拡
大
を
め
ざ
し
ま
す
。

六
、
「
国
立
難
病
医
療
セ
ン
タ
ー
」
の
設
立
を

　

め
ざ
し
厚
生
省
に
働
き
か
け
ま
す
。

七
、
難
病
救
済
基
本
法
の
制
定
を
め
ざ
し
て
運

　

動
を
す
す
め
ま
す
。

八
、
財
政
基
盤
を
確
立
し
、
全
難
連
の
組
織
強

　

化
と
相
互
連
帯
に
向
け
て
努
力
し
ま
す
。

九
、
難
病
に
対
す
る
社
会
の
理
解
を
深
め
る
た

　

め
講
演
会
を
開
き
ま
す
。

９
し
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５宍五月回ご細
一

一
作

宍
宍

器

「
難
病
を
考
え
る
集
い
」
講
演

老
人
福
祉
行
政
の
現
状
と
課
題

厚
生
省
老
人
福
祉
計
画
課
長

　

中

　

村

　

秀

　

一

の
ピ
ー
ク
が
来
る
と
考
え
て
、
今
が
折
り
返
し

点
に
な
り
ま
す
。
今
後
の
三
〇
年
を
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
高
齢
化
率
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
六
五
歳
以
上
を
全
人
口
で
割
り
ま
す
と
、

日
本
は
今
一
二
％
で
、
ア
メ
リ
カ
等
と
並
ん
で

工
業
先
進
国
と
し
て
は
低
い
方
で
、
マ
ラ
ソ
ン

で
言
う
と
第
二
グ
ル
ー
プ
に
あ
た
り
ま
す
。
ト
。

プ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ド
イ

ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
で
す
が
、
あ
と
Ｉ

〇
年
た
ち
二
〇
〇
〇
年
に
な
り
ま
す
と
、
日
本

も
一
七
％
に
な
り
、
ト
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
に
入
る

の
で
す
。
後
の
二
〇
年
、
三
分
の
二
は
日
本
の

高
齢
化
が
進
み
二
五
％
と
な
る
予
定
で
す
が
、

高
齢
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
の
で
、
今
の
う
ち

に
対
策
を
立
て
て
お
か
な
い
と
大
変
で
す
。
今

か
ら
の
Ｉ
〇
年
は
高
齢
者
に
対
し
て
働
き
手
が

多
い
の
で
、
今
の
う
ち
に
対
策
を
立
て
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

戦
後
四
〇
年
で
日
本
の
平
均
寿
命
が
二
五
年

伸
び
た
訳
で
す
が
、
高
齢
化
を
支
え
る
の
は
、

支
え
る
人
口
（
分
母
）
と
高
齢
者
人
口
（
分
子
）

の
比
率
に
よ
る
の
で
す
。
現
在
は
分
子
が
大
き

く
な
り
、
分
母
が
そ
の
割
に
増
加
し
な
い
の
で

一３一

　

は
じ
め
に

　

近
年
、
日
本
全
体
が
高
齢
化
し
、
国
は
国
民

の
関
心
が
深
い
老
人
福
祉
、
特
に
在
宅
福
祉
に

重
点
を
置
く
よ
う
に
な
り
、
今
迄
の
老
人
、
身

体
障
害
者
・
児
童
の
障
害
者
、
精
神
薄
弱
者
等

の
分
け
方
が
段
々
に
合
わ
な
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
仕
事
も
、
身
障
者

へ
も
老
人
へ
も
サ
ー
ビ
ス
す
る
の
で
、
供
給
サ

イ
ド
か
ら
こ
の
垣
根
が
こ
わ
れ
て
い
き
、
ニ
ー

ズ
が
あ
る
と
こ
ろ
に
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
す
る
こ

と
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

話
の
要
点
の
一
つ
は
、
私
ど
も
は
行
政
の
背

景
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
、
お
手
元
に
配
っ
た

資
料
の
中
の
高
齢
化
の
進
展
と
い
う
と
こ
ろ
で
、

二
点
目
は
最
近
ど
う
い
う
枠
組
み
で
仕
事
を
し

て
い
る
か
と
い
う
点
て
、
近
年
構
築
さ
れ
た
新

た
な
枠
組
み
を
お
話
し
ま
す
。
そ
の
中
で
二
つ

柱
が
あ
り
、
二
〇
〇
〇
年
迄
の
Ｉ
〇
年
間
の
老

人
福
祉
行
政
の
目
標
を
定
め
て
い
る
の
で
そ
の

点
と
、
そ
う
い
う
目
標
に
向
か
っ
て
福
祉
の
シ

ス
テ
ム
を
一
昨
年
改
正
し
た
の
で
そ
の
点
も
お

話
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
は
平
成
四
年
度
か
ら
実

施
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の

お
話
を
し
ま
す
。
最
後
に
、
改
正
さ
れ
た
シ
ス

テ
ム
で
仕
事
を
し
た
時
ど
う
い
う
課
題
が
あ
り
、

何
を
目
指
し
て
い
く
か
と
い
う
問
題
を
話
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

進
む
高
齢
化

　

最
初
に
、
高
齢
化
の
進
展
に
は
三
つ
の
ポ
イ

ン
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
昭
和
三
八
年
に
で
き
た

老
人
福
祉
法
が
三
〇
年
た
ち
ま
す
。
戦
後
の
第

二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
方
達
が
七
〇
歳
に
な
る

の
は
二
〇
二
〇
年
で
す
。
こ
の
福
祉
法
も
今
迄

に
三
〇
年
た
ち
、
今
か
ら
三
〇
年
後
に
高
齢
化
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（
出
生
率
低
下
）
、
高
齢
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
厚

生
省
が
考
え
て
い
る
よ
り
加
速
し
て
い
く
と
思

い
ま
す
。
一
番
影
響
す
る
の
は
年
金
で
、
若
い

人
の
働
い
た
中
か
ら
支
払
わ
れ
る
も
の
で
す
か

ら
、
若
い
人
口
が
少
な
く
な
る
と
大
き
く
影
響

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

高
齢
化
し
て
く
る
と
、
老
人
性
痴
呆
や
寝
た

き
り
か
大
き
な
問
題
と
な
り
ま
す
。
国
際
的
に

は
六
五
歳
以
上
を
高
齢
者
と
し
て
統
計
を
出
し

て
い
ま
す
が
、
七
五
歳
迄
は
寝
た
き
り
と
痴
呆

の
出
現
率
も
少
な
い
の
で
、
ケ
ア
の
必
要
が
七

五
歳
以
上
（
後
期
高
齢
者
）
に
高
く
な
る
と
考

え
ま
す
。

　

日
本
は
今
迄
、
嫁
、
妻
、
娘
が
高
齢
者
の
介

護
を
し
て
き
た
の
で
す
が
、
そ
れ
が
期
待
で
き

な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
六
五
歳
以
上
の
子
ど

も
と
の
同
居
率
が
資
料
の
七
頁
に
あ
り
ま
す
が
、

老
人
福
祉
法
が
始
ま
っ
た
時
代
は
、
日
本
の
老

人
の
八
割
は
家
族
と
同
居
し
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
二
年
で
は
五
九
％
台
で
す
が
、
国
際
的
に

見
る
と
同
居
率
は
高
く
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は

数
％
で
、
ア
メ
リ
カ
で
は
二
五
％
で
す
か
ら
、

日
本
は
ま
だ
高
い
方
で
す
。

　

国
の
高
齢
者
福
祉
対
策

　

私
た
ち
の
政
策
の
目
標
の
一
つ
は
、
ケ
ア
を

要
す
る
本
人
の
た
め
の
対
策
、
二
つ
め
は
半
数

以
上
の
同
居
者
の
ご
家
族
に
対
す
る
支
援
で
す
。

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
は
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ヤ
″

プ
を
持
っ
て
ケ
ア
を
要
す
る
状
態
に
な
っ
て
も
、

希
望
が
あ
れ
ば
可
能
な
限
り
家
や
住
み
馴
れ
た

町
で
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
態
勢
を
と
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
を
基
本
に
し
て
い
ま
す
。
施

設
の
対
策
も
必
要
で
す
。

　

老
人
対
策
が
始
ま
っ
て
か
ら
の
二
〇
年
か
ら

二
五
年
く
ら
い
は
施
設
の
整
備
に
重
点
が
お
か

れ
、
在
宅
ケ
ア
の
対
策
は
な
い
に
等
し
く
、
始

ま
り
出
し
だ
の
は
六
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で

す
が
、
こ
こ
数
年
在
宅
対
策
が
毎
年
五
割
ア
ッ

プ
で
伸
び
て
き
て
い
ま
す
。
先
日
平
成
二
年
三

月
迄
の
在
宅
福
祉
の
状
況
が
発
表
に
な
り
ま
し

た
が
、
平
成
元
年
は
老
人
福
祉
が
革
命
的
に
在

宅
サ
ー
ビ
ス
が
五
割
ア
ッ
プ
、
平
成
二
年
度
、

三
年
度
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
調
べ
て
み
ま
す
と
、

平
成
二
年
度
は
元
年
度
の
五
〇
％
ア
ッ
プ
、
ま

た
平
成
三
年
度
は
二
年
度
の
更
に
五
〇
％
ア
ッ

プ
と
い
う
よ
う
に
伸
び
て
き
て
い
ま
す
。
こ
こ

二
、
三
年
で
在
宅
ケ
ア
の
様
子
が
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

ど
う
い
う
進
め
方
を
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、

資
料
一
頁
の
二
、
近
年
構
築
さ
れ
た
新
た
な
枠

組
み
の
中
に
、
三
項
目
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
一

つ
、
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
一
〇
か
年
戦
略

（
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
）
を
平
成
二
年
に
つ
く
り
、

二
年
、
三
年
と
実
施
し
、
平
成
一
一
年
度
迄
の

目
標
と
定
め
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
意
味
は
施

設
を
こ
れ
だ
け
作
り
、
在
宅
福
祉
対
策
を
こ
れ

だ
け
す
る
と
い
う
目
標
値
を
か
か
げ
て
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
は
三
倍
、
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
Ｉ
〇
倍
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
ー
〇
倍
、
高
齢
化
率
に
応
じ
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
や
老
人
保
健
施
設
を
整
備
す
る
等
、

二
〇
〇
〇
年
迄
の
目
標
を
定
め
て
い
ま
す
。
現

在
一
九
九
〇
年
代
で
す
が
、
過
去
一
〇
年
間
に

や
っ
た
こ
と
の
三
倍
強
を
、
今
後
一
〇
年
に
行

う
計
画
で
す
。
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り
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咽
か
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現
在
は
国
の
目
標
が
高
く
て
、
都
道
府
県
が

追
い
つ
け
な
い
よ
う
で
す
。
市
町
村
中
心
に
実

施
し
て
お
り
ま
す
が
、
市
町
村
が
国
の
目
標
達

成
が
で
き
る
か
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
説
明
し
た
Ｉ
〇
か
年
戦
略
は
、
資
料
三
に

書
か
れ
て
い
る
通
り
で
す
。
こ
れ
は
厚
生
省
だ

け
の
計
画
で
は
な
く
、
政
府
の
計
画
で
す
。
厚

生
大
臣
、
大
蔵
大
臣
、
福
祉
は
地
方
予
算
の
面

も
計
画
通
り
に
自
治
体
が
や
り
ま
す
の
で
、
自

治
大
臣
が
定
め
て
、
一
〇
年
間
の
ゴ
ー
ル
を
設

定
し
た
の
で
施
行
さ
れ
る
状
況
で
す
。

　

老
人
福
祉
法
等
の
改
定

　

二
点
め
は
、
最
初
の
三
分
の
一
の
実
施
の
方

法
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
点
で
す
。
こ
の
た
め

に
、
平
成
二
年
六
月
に
老
人
福
祉
法
等
の
八
つ

の
法
律
を
改
正
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
三
〇
年

続
く
高
齢
化
社
会
を
う
ま
く
乗
り
切
る
よ
う
に
、

古
く
な
っ
た
法
律
を
改
正
し
た
わ
け
で
す
。

　

三
つ
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
、
一
つ
は
在
宅
福
祉

の
強
化
で
す
。
今
迄
の
Ｉ
〇
年
間
は
施
設
に
重

点
を
置
き
す
ぎ
、
片
手
落
ち
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
両
手
で
支
え
る
た
め
、
弱
い
在
宅
福
祉
の

手
を
強
化
し
よ
う
と
い
う
の
が
一
つ
の
ポ
イ
ン

ト
で
す
。
今
迄
は
福
祉
は
在
宅
で
は
受
け
ら
れ

ず
、
施
設
に
入
ら
な
け
れ
ば
駄
目
で
、
在
宅
福

祉
は
片
隅
に
追
い
や
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
そ

れ
を
法
律
的
に
同
格
に
し
た
の
で
す
。

　

二
番
め
は
仕
事
の
シ
ス
テ
ム
を
施
設
、
在
宅
、

医
療
と
も
老
人
福
祉
は
す
べ
て
市
町
村
の
責
任

に
し
ま
し
た
。
今
迄
は
施
設
は
都
道
府
県
、
在

宅
は
市
町
村
と
パ
ラ
パ
ラ
で
、
総
合
的
な
施
策

は
と
れ
な
い
状
況
で
し
た
。

　

三
点
め
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
多
少
の
変
動

は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
高
齢
化
率
が
二

五
％
と
予
測
で
き
ま
す
の
で
、
そ
の
対
策
は
計

画
的
に
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
平

成
五
年
四
月
か
ら
す
べ
て
の
市
町
村
で
、
老
人

の
福
祉
計
画
を
作
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。
市
町
村
に
任
せ
っ
き
り
に
す
る
と
、
実
施

に
移
さ
な
い
自
治
体
も
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
の
で
、
計
画
を
公
開
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。
し
か
し
文
章
上
で
は
立
派
で
も
実
施

に
移
さ
れ
な
い
市
町
村
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
計

画
は
よ
り
実
務
的
に
、
二
〇
〇
〇
年
の
推
定
老

人
人
口
と
現
在
の
ヘ
ル
パ
ー
の
人
員
、
施
設
を

考
え
、
現
在
と
の
差
を
埋
め
て
い
く
た
め
の
増

員
・
増
施
設
計
画
を
数
字
で
表
わ
す
よ
う
、
法

律
で
定
め
て
あ
り
ま
す
。

　

老
人
医
療
は
昨
年
九
月
に
改
正
さ
れ
ま
し
て
、

老
人
訪
問
看
護
制
度
が
新
し
く
四
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
訪
問
看
護
婦

さ
ん
が
医
師
の
指
示
を
受
け
て
、
ケ
ア
を
要
す

る
在
宅
の
老
人
の
世
話
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
以
上
が
制
度
の
概
要
で
す
。

　

特
養
ホ
ー
ム
等
の
充
実

　

具
体
的
に
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
が
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
は
資
料
九
頁
に
あ
り
ま
す
が
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
い
う
施
設
は
ケ
ア
を
要
す

る
介
護
施
設
で
す
が
、
毎
年
一
万
ベ
ッ
ド
ず
つ

増
や
し
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
年
に
二
つ
か
三
つ
、
全
国
で
オ
ー
プ

ン
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
平
成
四
年
度

に
一
九
万
ベ
ッ
ド
増
え
ま
す
。
こ
れ
は
寝
た
き

り
の
人
の
四
人
に
一
人
は
こ
の
施
設
で
お
世
話

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
老
人
を
専
門
的
に

預
か
る
施
設
と
し
て
は
、
日
本
で
は
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
が
一
番
多
い
の
で
す
。
二
番
目
に

多
い
の
は
老
人
病
院
で
、
一
五
万
ベ
ッ
ド
で
す
。

今
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
病
院
と
の
良
い
点
を

併
せ
た
老
人
保
健
施
設
を
増
や
し
て
い
ま
す
が
、

一５一
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五
万
ベ
ッ
ド
で
す
。
厚
生
省
の
Ｉ
〇
か
年
戦
略

の
目
標
と
し
て
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
寝
た
き
り

老
人
を
Ｉ
〇
〇
万
と
み
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う

ち
半
分
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
老
人
保
健

施
設
で
お
世
話
で
き
る
よ
う
に
と
の
目
標
で
す
。

　

昔
は
養
老
院
と
い
う
と
山
の
奥
に
あ
っ
て
、

う
ば
捨
て
山
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
の
で
す

が
、
こ
の
イ
メ
ー
ジ
を
ぬ
ぐ
い
去
る
の
が
大
変

で
し
た
。
昭
和
三
八
年
に
老
人
福
祉
法
が
で
き

る
前
に
は
、
老
人
で
は
な
く
、
低
所
得
者
を
対

象
と
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
生
活
保
護
の
中

で
養
老
施
設
が
あ
り
、
生
活
保
護
者
の
中
で
、

必
要
な
人
は
養
老
院
へ
入
所
さ
せ
た
の
で
す
。

当
時
は
八
割
以
上
の
人
が
家
族
と
同
居
し
て
い

ま
し
た
の
で
、
施
設
へ
入
る
人
は
身
寄
り
が
な

く
低
所
得
者
の
人
で
し
た
の
で
、
養
老
院
の
暗

い
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
た
の
で
す
。

　

昭
和
三
八
年
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
で

き
た
の
は
、
所
得
の
問
題
で
は
な
く
、
年
を
と

る
と
身
体
的
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
る
。

そ
の
場
合
、
誰
で
も
介
護
の
必
要
が
生
じ
る
だ

ろ
う
。
所
得
に
関
係
な
く
、
家
で
暮
ら
せ
な
く

な
っ
た
場
合
に
入
所
す
る
施
設
と
し
て
作
ら
れ

た
の
で
、
心
身
の
状
態
を
み
て
、
在
宅
で
暮
ら

し
続
け
ら
れ
な
い
場
合
は
こ
の
施
設
に
入
る
資

格
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
イ
メ
ー
ジ
が
な
か
な

か
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
入

所
希
望
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
高
齢
者
が

増
え
介
護
を
必
要
と
す
る
人
の
増
加
も
あ
り
ま

す
が
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
地
域
の
ケ
ア

の
拠
点
と
し
て
機
能
し
だ
し
た
か
ら
で
す
。
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
ベ
ッ
ド
は
昨
年
で
一
八

万
で
す
が
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
利
用
し
て
い

る
方
は
昨
年
で
三
〇
万
人
を
超
え
ま
し
た
。
つ

ま
り
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
ベ
ッ
ド
は
、
一

般
で
利
用
さ
れ
て
い
る
人
の
方
が
多
く
な
っ
て

い
る
の
で
す
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
も
こ
の
施
設
に
つ

い
て
い
ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
は
、

一
か
所
一
〇
〇
人
か
ら
二
〇
〇
人
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
日
二
〇
人
く
ら
い
の
利
用
で
週
一

回
く
ら
い
の
利
用
で
す
が
、
こ
の
施
設
は
二
〇

〇
〇
か
所
く
ら
い
あ
り
ま
す
の
で
、
利
用
者
数

か
ら
言
え
ば
、
三
〇
万
人
か
ら
四
〇
万
人
の
利

用
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
を
利
用
し
て
い
ま
す
か
ら
、
具
合
が
悪
く
な
っ

て
く
る
と
、
施
設
に
入
り
た
い
と
い
う
希
望
が

多
く
な
り
人
気
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
東

京
の
港
区
で
「
白
金
の
森
」
が
数
年
前
に
で
き

ま
し
た
が
、
事
前
に
入
所
希
望
者
を
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
三
〇
人
か
ら
四
〇
人
だ
っ
た
の
で
す

が
、
オ
ー
ブ
ン
し
た
年
か
ら
入
所
希
望
者
が
増

え
て
一
七
〇
人
く
ら
い
に
な
り
ま
し
た
。
当
初

は
Ｉ
〇
年
く
ら
い
新
規
に
作
ら
な
く
て
も
よ
い

と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
現
状
で
は
ま
た
作
ろ

う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
の
は
、
見
た
こ
と
が

な
い
う
ち
は
利
用
が
な
い
の
で
す
が
、
出
来
る

と
そ
れ
を
見
て
利
用
者
が
増
え
る
も
の
で
す
。

　

在
宅
介
護
福
祉

　

在
宅
サ
ー
ビ
ス
も
常
に
言
わ
れ
る
こ
と
で
す

が
、
私
ど
も
は
二
〇
〇
〇
年
迄
に
Ｉ
〇
万
人
の

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
作
り
出
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
国
会
等
で
こ
れ
を
話
す
と
、
外
国
に

比
べ
て
少
な
過
ぎ
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
市
町

村
で
は
ニ
ー
ズ
が
な
い
か
ら
増
や
せ
な
い
と
い

い
ま
す
。
予
算
は
Ｉ
〇
万
人
分
確
保
し
て
い
ま

す
。
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
賃
金
も
八
九
％
ア
。
プ

を
し
て
い
る
の
で
す
が
、
見
た
こ
と
が
な
い
か

ら
ニ
ー
ズ
が
な
い
、
だ
か
ら
置
か
な
い
と
い
う

(
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悪
循
環
で
縮
小
再
生
産
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、

私
ど
も
と
し
て
は
Ｉ
〇
万
人
置
い
て
み
て
拡
大

再
生
産
に
回
し
て
み
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

特
養
は
地
域
の
拠
点
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー

ビ
ス
を
つ
け
て
、
使
い
や
す
く
し
、
一
般
化
し

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
迄
、
医
療
の
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
、
福
祉

の
サ
ー
ビ
ス
は
使
い
難
い
状
態
に
あ
り
ま
し
た
。

医
療
は
国
民
健
康
保
険
証
で
受
け
ら
れ
る
の
で

す
が
、
福
祉
は
公
的
福
祉
と
言
い
、
受
け
ら
れ

る
か
否
か
は
公
が
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

て
手
数
が
か
か
り
、
書
類
も
面
倒
で
サ
ー
ビ
ス

が
進
ま
な
い
し
、
公
務
員
の
応
待
も
よ
く
な
い

状
況
で
す
。
こ
れ
を
使
い
や
す
く
変
え
て
い
こ

う
と
し
て
い
ま
す
。
都
道
府
県
で
も
段
々
こ
の

よ
う
な
動
き
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

山
口
県
は
総
合
利
用
券
を
発
行
し
、
こ
の
券

を
も
ら
え
ば
、
在
宅
の
す
べ
て
の
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。
京

都
市
も
老
人
セ
ン
タ
ー
で
一
括
管
理
し
、
ど
の

セ
ン
タ
ー
が
空
い
て
い
る
か
す
ぐ
わ
か
り
、
利

用
者
が
便
利
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
都
市
部

や
利
用
意
識
が
高
い
と
こ
ろ
か
ら
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
は
伸
び
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
や
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
二
〇
〇
〇
年
迄
に
整

備
し
、
一
万
か
所
を
整
備
す
る
目
標
を
立
て
て

い
ま
す
。
老
人
が
毎
日
通
え
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
も
、
中
学
校
区
に
一
つ
作
り
た
い
と

厚
生
省
で
は
思
っ
て
い
ま
す
。
市
町
村
と
住
民

と
の
距
離
が
遠
く
、
サ
ー
ビ
ス
が
引
き
出
せ
な

い
の
で
、
病
院
、
老
人
保
健
施
設
、
特
養
に
二

人
の
専
門
家
、
一
人
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、

一
人
は
看
護
婦
を
お
く
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

を
作
る
予
定
を
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
全
国
に

四
〇
〇
か
所
置
か
れ
て
い
ま
す
。
仕
事
は
地
域

を
歩
い
て
、
住
民
の
状
況
を
見
て
掘
り
起
こ
し

作
業
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
人
は
治
療
や
ケ
ア

の
現
場
に
居
る
職
員
で
す
が
、
市
町
村
の
依
頼

を
受
け
て
こ
の
仕
事
を
し
て
、
住
民
と
施
設
の

取
り
次
ぎ
専
門
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

病
院
に
こ
の
支
援
セ
ン
タ
ー
が
置
か
れ
て
い

れ
ば
、
退
院
後
の
生
活
の
ケ
ア
を
準
備
し
、
退

院
後
直
ち
に
在
宅
の
ケ
ア
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
の
で
す
。
病
院
に
も
支
援
セ
ン
タ
ー
が

段
々
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
平
成
五
年
か
ら
市

町
村
は
先
ほ
ど
申
し
あ
げ
ま
し
た
作
業
に
入
り

ま
す
が
、
住
民
の
方
の
意
見
を
聞
い
て
計
画
し
、

そ
れ
が
定
ま
っ
た
ら
公
表
す
る
よ
う
指
示
し
て

い
ま
す
の
で
、
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
老
人
福
祉
対
策
と
し
て
や
っ
て
い

ま
す
が
、
障
害
者
の
部
門
と
連
携
を
と
っ
て
相

乗
り
を
し
て
、
障
害
者
の
方
も
老
人
の
施
設
を

い
つ
で
も
使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
都
市
部
で
は
土
地
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
等
、
保
育
所
の
土
地

を
使
わ
せ
て
も
ら
う
こ
と
を
交
渉
し
段
々
そ
の

方
向
に
向
か
い
、
保
育
所
に
老
人
の
施
設
が
建

つ
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
老
人
の
施
設

が
増
え
る
と
、
そ
の
成
果
が
他
の
分
野
に
波
及

す
る
だ
ろ
う
と
の
信
念
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
対
策
は
六
五
歳
以
上
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
は
一
応
の
目
安
で
あ
っ
て
、
こ
れ

と
障
害
者
行
政
を
並
べ
て
実
質
的
に
垣
根
が
と

り
払
わ
れ
て
い
る
所
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
他

に
も
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
で
終
わ
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
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号
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平
成
四
年
度

　

厚
生
省
交
渉
行
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

－
『

三
、
混
合
性
結
合
組
絣
病
（
Ｍ
Ｃ
Ｔ
Ｄ
）
を
初

め
と
す
る
難
病
を
、
公
費
負
担
の
対
象
に
し

　

て
下
さ
い
。

厚
生
省
全
難
連
か
ら
の
要
望
や
お
力
添
え
も

あ
り
、
現
在
特
定
疾
患
の
手
続
き
に
入
っ
て
い

ま
す
。

全
難
連

　

私
た
ち
の
長
年
の
要
望
が
実
現
し
有

り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
小
児
慢
性
疾

患
の
見
直
し
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
難
病
の
場

合
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

厚
生
省
特
定
疾
患
事
業
と
小
児
慢
性
疾
患
事

業
と
は
別
な
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
難
病
患
者
の
皆
様
の
要
望
を
踏
ま
え
て
対
応

し
た
い
。

四
、
国
立
病
院
・
療
養
所
等
に
難
病
患
者
の
だ

　

め
の
難
病
病
床
を
設
置
し
て
下
さ
い
。

厚
生
省

　

平
成
二
年
一
一
月
現
在
で
、
す
で
に

国
立
病
院
に
一
九
八
〇
名
程
度
（
三
三
〇
〇
床
）
、

療
養
所
に
約
一
〇
八
〇
名
（
一
万
一
九
〇
〇
床
）

の
難
病
患
者
の
皆
さ
ん
が
入
院
し
て
い
ま
す
。

難
病
病
床
は
予
算
上
ま
だ
余
裕
が
あ
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
き
た

い
。
全
難
連

　

昨
年
か
ら
国
立
療
養
所
等
の
見
学
会

一
只
り

　

全
難
連
の
今
年
度
の
厚
生
省
交
渉
が
、
去
る

七
月
三
十
日
、
厚
生
省
第
四
会
議
室
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
全
難
連
か
ら
は
加
盟
六
団
体
八
名
、

厚
生
省
側
か
ら
は
、
保
険
医
療
局
疾
病
対
策
課
・

神
ノ
田
厚
生
技
官
・
梅
田
課
長
補
佐
・
今
別
府

難
病
調
査
係
長
、
保
険
局
医
療
課
・
藤
本
課
長

補
佐
、
社
会
援
護
局
厚
生
課
・
竹
垣
指
導
係
長

ら
が
出
席
し
ま
し
た
。
全
難
連
の
要
望
項
目
と

主
な
質
疑
応
答
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
難
病
の
原
因
究
明
と
治
療
法
の
確
立
の
為

　

の
予
算
を
大
幅
に
増
額
し
て
下
さ
い
。

厚
生
省

　

一
刻
も
早
い
原
因
究
明
と
治
療
法
の

確
立
を
目
指
し
、
今
後
と
も
充
実
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

全
難
連

　

毎
年
治
療
研
究
費
は
増
額
さ
れ
て
い

る
が
、
調
査
研
究
費
は
据
え
置
か
れ
て
い
る
。

厚
生
省
と
し
て
予
算
要
求
し
て
欲
し
い
。

厚
生
省

　

確
か
に
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
同
じ
額

に
な
っ
て
お
り
、
力
不
足
を
感
じ
て
い
る
。
担

当
課
と
し
て
は
予
算
要
求
し
て
い
る
が
、
厚
生

省
を
出
る
段
階
で
落
と
さ
れ
て
し
ま
う
。
全
難

連
の
力
も
お
借
り
し
実
現
を
目
指
し
た
い
。

全
難
連

　

予
算
額
が
増
え
な
け
れ
ば
、
物
価
上

昇
の
中
で
実
質
的
な
切
り
下
げ
に
な
る
。
一
層

の
努
力
を
お
願
い
し
た
い
。

二
、
難
病
患
者
の
在
宅
介
護
対
策
を
進
め
て
下

　

さ
い
。

厚
生
省
医
師
が
同
行
し
た
訪
問
診
療
事
業
を

七
県
で
、
保
健
所
等
の
医
療
相
談
事
業
を
一
六

県
で
実
施
し
て
お
り
更
に
推
進
し
た
い
。

全
難
連

　

な
ぜ
全
県
・
全
地
域
に
な
ら
な
い
の

か
。
県
の
担
当
者
に
聞
く
と
「
国
の
事
業
と
し

て
強
い
方
針
を
出
し
て
く
れ
な
け
れ
ば
、
県
レ

ベ
ル
の
対
応
が
難
し
い
」
と
言
っ
て
い
る
。

厚
生
省

　

モ
デ
ル
事
業
と
い
う
の
は
、
こ
れ
を

一
つ
の
足
掛
り
に
、
全
県
・
全
地
域
で
や
っ
て

欲
し
い
と
い
う
こ
と
だ
。
思
い
は
皆
さ
ん
と
同

じ
で
あ
り
、
担
当
者
会
議
等
で
徹
底
を
図
っ
て

い
き
た
い
。



報会連難全

ｊ’
ｒ
Ｊ

器

を
実
施
し
て
お
り
、
ど
の
国
立
病
院
・
療
養
所

が
何
の
基
幹
病
院
で
、
ど
れ
だ
け
の
患
者
が
入

院
し
て
い
る
の
か
の
資
料
が
あ
れ
ば
頂
き
た
い
。

厚
生
省

　

公
表
さ
れ
て
い
る
資
料
が
あ
る
の
で

差
し
あ
げ
た
い
。

五
、
難
病
病
床
に
は
適
切
な
医
師
及
び
看
護
要

員
を
置
き
、
そ
の
た
め
の
必
要
な
診
療
報
酬

　

を
定
め
て
下
さ
い
。

厚
生
省
今
回
の
医
療
法
改
正
を
通
し
、
高
度

医
療
が
必
要
と
さ
れ
る
、
難
病
患
者
の
方
は
、

現
在
の
約
二
倍
の
人
員
配
置
基
準
で
の
特
定
機

能
病
院
で
診
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
診
療
報
酬
に
つ
い
て
は
、
難
病
病
床
と
い

う
点
数
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
す
で
に
入
院
時
医

学
管
理
料
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

全
難
連

　

医
療
法
改
正
及
び
診
療
報
酬
の
改
定

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
診
療
報
酬

の
改
定
は
「
難
病
患
者
が
三
か
月
で
病
院
を
退

院
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
」
と
の
実
態
か
ら
し
て
、

大
変
重
要
な
課
題
だ
と
考
え
て
い
る
。
難
病
患

者
が
安
心
し
て
療
養
に
専
念
で
き
る
、
診
療
報

酬
の
改
定
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

厚
生
省
医
療
法
改
正
は
一
部
七
月
か
ら
施
行

さ
れ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
は
来
年
四
月
を
想

定
し
事
務
作
業
に
入
っ
て
い
る
。
当
然
そ
れ
に

あ
っ
た
診
療
報
酬
の
改
定
が
必
要
に
な
る
。
私

た
ち
は
「
診
療
報
酬
が
三
か
月
後
に
減
ら
さ
れ

る
」
と
の
考
え
で
は
な
く
、
入
院
時
に
必
要
な

金
額
を
上
積
み
し
て
い
る
と
捕
ら
え
て
い
る
。

全
難
連

　

病
院
で
は
三
か
月
で
診
療
報
酬
が
削

減
さ
れ
る
、
と
い
う
の
が
一
般
的
な
受
け
止
め

方
で
す
。
と
こ
ろ
が
難
病
患
者
は
高
度
な
医
療

を
長
期
間
必
要
と
し
ま
す
。
国
立
病
院
や
療
養

所
に
は
機
能
付
与
し
た
難
病
病
床
が
あ
る
と
の

こ
と
で
す
が
、
機
能
付
与
し
た
難
病
病
床
の
看

護
体
制
を
特
３
ま
た
は
特
４
（
新
設
）
に
し
て

欲
し
い
。

六
、
人
工
呼
吸
器
の
使
用
に
よ
っ
て
、
在
宅
医

療
が
可
能
と
な
る
難
病
患
者
に
対
し
て
、
人

工
呼
吸
器
購
入
の
た
め
の
公
的
助
成
を
し
て

　

下
さ
い
。

厚
生
省
医
療
ヶ
ア
や
人
工
呼
吸
器
な
ど
、
生

命
に
関
わ
る
も
の
は
、
現
在
身
体
障
害
者
福
祉

法
の
補
装
具
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
な
い
。

全
難
連

　

二
年
前
に
人
工
吸
器
の
指
導
管
理
料

が
四
五
〇
〇
点
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
感
謝
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
こ
の
程
度
で
は
病
院
か
ら
の

貸
出
し
は
難
し
い
の
が
実
態
で
す
。
在
宅
酸
素

呼
吸
指
導
管
理
料
と
同
じ
よ
う
に
考
え
て
頂
け

な
い
か
。

厚
生
省

　

貸
出
し
が
ス
ム
ー
ス
に
普
及
し
な
い

要
因
に
は
、
む
し
ろ
医
療
機
関
側
の
準
備
が
整

わ
な
い
面
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
い

ず
れ
に
し
て
も
要
望
さ
れ
た
点
も
踏
ま
え
て
、

具
体
的
な
検
討
を
進
め
た
い
。

七
、
ド
ラ
イ
ア
イ
の
患
者
が
治
療
す
る
点
眼
薬

　

を
保
険
適
用
の
対
象
に
し
て
下
さ
い
。

厚
生
省
保
険
適
用
と
す
る
た
め
に
は
、
製
薬

会
社
か
ら
申
請
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
例

の
点
眼
薬
は
申
請
が
出
て
い
な
い
も
の
だ
。

全
難
連

　

筋
無
力
症
で
、
手
術
を
し
、
目
が
常

時
開
い
た
状
態
に
あ
る
。
一
生
こ
の
点
眼
薬
を

使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
な
ん
と
か
し

て
欲
し
い
。

厚
生
省
製
薬
会
社
か
ら
の
申
請
が
な
い
の
に
、

厚
生
省
が
勝
手
に
薬
価
基
準
に
載
せ
て
保
険
適

用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

（
交
渉
終
了
後
の
話
し
合
い
で
、
友
の
会
が
製

薬
会
社
に
申
請
を
出
す
よ
う
申
し
い
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
）

八
、
Ｈ
Ｌ
Ａ
抗
原
の
タ
イ
ピ
ン
グ
検
査
を
保
険

適
用
の
対
象
に
し
て
下
さ
い
。
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厚
生
省

　

ド
ナ
ー
に
つ
い
て
は
現
在
既
に
保
険

適
用
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
改
定
時
に
必
要

に
応
じ
対
応
し
た
い
。
こ
れ
も
製
薬
会
社
か
ら

体
外
診
断
薬
の
申
請
が
あ
り
、
薬
務
局
を
通
し

て
保
険
局
に
来
れ
ば
審
査
す
る
仕
組
に
な
っ
て

い
る
。

九
、
国
立
難
病
医
療
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
て
下

　

さ
い
。

厚
生
省

　

一
〇
年
サ
イ
ク
ル
の
国
立
病
院
・
療

養
所
再
編
計
画
を
作
成
し
、
専
門
病
床
設
置
を

推
進
し
て
い
る
最
中
だ
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
国

立
難
病
医
療
セ
ン
タ
ー
設
立
の
計
画
は
入
っ
て

い
な
い
。
し
か
し
病
床
と
研
究
所
が
合
体
し
た
、

臨
床
研
究
部
を
設
け
て
、
難
病
の
原
因
究
明
と

治
療
法
の
確
立
を
目
指
し
て
い
る
。

全
難
連

　

新
し
い
医
療
セ
ン
タ
ー
建
設
が
無
理

な
ら
、
現
在
の
基
幹
病
院
化
計
画
の
中
で
、
難

病
の
情
報
が
集
中
管
理
さ
れ
て
い
て
、
ど
ん
な

難
病
で
も
診
断
が
つ
く
よ
う
な
所
は
な
い
の

か
。
厚
生
省

　

そ
の
よ
う
な
意
味
の
セ
ン
タ
ー
で
あ

れ
ば
、
現
に
基
幹
施
設
が
あ
り
、
情
報
を
集
積

し
て
い
け
ば
可
能
だ
。
た
だ
地
域
的
に
偏
在
が

あ
る
。
こ
の
面
か
ら
も
大
学
病
院
や
一
般
病
院

全
難
連
の
運
動
実
る
／

　

Ｍ
Ｃ
Ｔ
Ｄ
、
特
定
疾
患
の
対
象
に

　

全
難
連
が
か
ね
て
か
ら
要
望
し
続
け
て
い

た
混
合
性
結
合
組
織
病
（
Ｍ
Ｃ
Ｔ
Ｄ
）
が
、

来
年
一
月
か
ら
新
た
に
特
定
疾
患
治
療
研
究

対
象
に
加
え
ら
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
措
置
に
よ
り
、
同
疾
患
患
者
の
治
療
費

は
全
額
公
費
負
担
に
な
り
ま
す
。

　

Ｍ
Ｃ
Ｔ
Ｄ
は
、
女
性
に
多
い
自
己
免
疫
疾

へ
の
知
識
や
啓
蒙
活
動
が
重
要
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

一
〇
、
難
病
福
祉
法
を
制
定
し
て
下
さ
い
。

厚
生
省
難
病
対
策
は
、
調
査
研
究
の
推
進
、

医
療
費
の
自
己
負
担
の
解
消
、
医
療
施
設
の
整

備
、
地
域
保
健
医
療
の
推
進
の
柱
を
立
て
て
総

合
的
な
政
策
を
推
進
し
て
お
り
、
今
の
と
こ
ろ

難
病
福
祉
法
の
制
定
は
考
え
て
い
な
い
。

一

一
、
公
営
住
宅
法
第
三
章
第
一
七
条
入
居
者

資
格
の
中
の
「
老
人
、
身
体
障
害
者
、
そ
の

他
の
特
に
居
住
の
安
定
を
図
る
必
要
が
あ
る

者
と
し
て
政
令
で
定
め
る
者
」
の
中
に
、
特

患
の
膠
原
病
の
一
種
で
、
三
〇
歳
台
の
女
性

が
多
く
発
症
。
全
国
で
約
二
三
〇
〇
人
の
患

者
さ
ん
が
い
る
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
す
で
に

特
定
疾
患
に
指
定
さ
れ
て
い
る
関
節
炎
が
多

発
す
る
「
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
」
、

手
指
皮
膚
が
硬
く
な
る
「
強
皮
症
」
、
脱
力

感
に
襲
わ
れ
る
「
多
発
性
筋
炎
」
の
症
状
が

混
在
し
て
現
れ
ま
す
。

　

一
九
七
二
年
に
、
米
国
人
学
者
に
よ
っ
て

初
め
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
疾
患
患
者
を
入
れ
て
下
さ
い
。
と
り
わ
け

　

単
身
者
入
居
の
場
合
は
、
法
律
を
変
え
て
も

　

ら
わ
な
け
れ
ば
難
し
い
。

厚
生
省

　

ご
要
望
は
建
設
省
の
権
限
で
あ
り
、

社
会
保
険
局
を
通
じ
て
建
設
省
に
申
し
入
れ
る

方
が
よ
い
の
か
、
内
部
調
整
し
た
い
。

一

二
、
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
を
一
部
改
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－

し
て
、
特
定
疾
患
患
者
に
対
す
る
雇
用
促
進

　

を
図
っ
て
下
さ
い
。

厚
生
省

　

ご
要
望
は
労
働
省
の
権
限
で
あ
り
、

内
部
調
整
を
図
り
労
働
省
に
働
き
か
け
た
い
。
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―
．
Ｊ

涸
が

Ｊ

ト
ピ
ッ
ク
ス

　
　

社
会
党
共
同
政
策
ネ
ッ
ト

　
　
　

難
病
対
策
を
取
り
上
げ
る

　

去
る
六
月
一
二
日
、
衆
議
院
第
一
議
員
会
館

第
三
会
議
室
で
「
市
民
と
政
府
の
土
曜
協
議
会
」

が
開
か
れ
、
社
会
党
議
員
、
厚
生
省
、
全
難
連

と
の
間
で
、
難
病
対
策
に
つ
い
て
の
話
合
い
が

持
た
れ
ま
し
た
。

　

「
土
曜
協
議
会
」
は
、
五
十
嵐
広
三
、
菅
直
人
、

五
島
正
規
氏
ら
、
社
会
党
・
社
民
連
議
員
有
志

で
構
成
す
る
政
策
集
団
「
共
同
政
策
ネ
。
ト
」

が
、
市
民
の
声
を
行
政
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
定

期
的
に
開
い
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
医
療
法

の
改
正
と
関
連
し
て
、
難
病
対
策
を
全
面
的
に

取
り
上
げ
て
下
さ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
日
下
部
禧
代
子
、
竹
村
泰
子
両
参

議
院
議
員
、
河
野
社
会
党
政
策
委
員
ら
が
出
席

の
下
、
厚
生
省
側
か
ら
は
伊
原
健
康
政
策
局
総

務
課
長
ら
七
名
、
全
難
連
側
か
ら
は
加
盟
団
体

の
役
員
ら
二
十
数
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
竹
村
議
員
が
土
曜
協
議
会
の
主
旨
に

つ
い
て
「
国
民
の
声
を
行
政
に
反
映
さ
せ
た
い

と
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
、
忌
憚
な
く
意
見

を
交
わ
し
て
ほ
し
い
。
こ
こ
で
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
問
題
は
、
国
会
で
取
り
上
げ
て
ゆ
く
」
と
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
議
は
日
下
部
議
員
、
赤
坂
全
難
連
事
務
局

長
の
共
同
司
会
の
下
、
事
前
に
厚
生
省
に
提
出

し
て
い
た
問
題
点
と
、
そ
れ
に
対
す
る
厚
生
省

側
の
見
解
を
ふ
ま
え
て
、
話
合
い
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
議
の
前
半
は
「
難
病
医
療
の
確
保
」
を
中

心
に
、
国
の
難
病
対
策
、
難
病
患
者
の
受
入
れ

体
制
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

国
は
現
在
、
調
査
研
究
、
治
療
研
究
（
い
わ

ゆ
る
難
病
治
療
費
の
公
費
負
担
）
、
医
療
施
設

の
整
備
を
三
本
柱
に
難
病
対
策
を
進
め
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
医
療
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

国
立
病
院
、
療
養
所
の
統
廃
合
計
画
を
進
め
る

の
み
で
、
他
の
公
立
病
院
、
民
間
病
院
を
含
め

て
の
総
合
的
な
対
策
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が

実
情
で
す
。
国
立
療
養
所
の
難
病
病
床
の
整
備

に
つ
い
て
も
、
国
は
一
応
の
目
標
を
達
成
し
た

と
し
て
、
予
算
を
大
幅
に
削
減
し
て
い
ま
す
が
、

現
実
は
、
病
床
が
足
り
な
い
た
め
、
入
院
を
必

要
と
し
て
い
る
患
者
さ
ん
が
入
院
で
き
な
い
と

い
う
事
態
が
各
地
で
起
き
て
い
ま
す
。

　

国
の
医
療
政
策
は
、
必
要
病
床
数
の
策
定
そ

の
他
、
具
体
的
な
施
策
は
都
道
府
県
ご
と
の
地

方
医
療
計
画
の
中
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

先
に
実
施
さ
れ
た
地
域
医
療
計
画
、
そ
れ
に
続

い
て
現
在
行
わ
れ
て
い
る
保
健
医
療
計
画
に
お

い
て
も
、
難
病
対
策
は
ほ
と
ん
ど
欠
落
し
て
い

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
二
次

医
療
圏
（
通
院
可
能
な
範
囲
）
ご
と
に
、
難
病

患
者
の
た
め
の
医
療
施
設
を
確
保
す
る
な
ど
、

き
め
細
か
い
難
病
対
策
を
講
ず
る
よ
う
、
強
く

要
望
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
医
療
法
改
正
で
決
ま
っ
た
特
定
機

能
病
院
に
つ
い
て
も
、
難
病
患
者
が
長
期
入
院

で
き
る
よ
う
、
診
療
報
酬
を
改
定
す
る
な
ど
、

具
体
的
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　

後
半
は
「
在
宅
療
養
の
支
援
」
を
中
心
に
、

訪
問
診
療
事
業
、
相
談
事
業
の
拡
充
等
に
つ
い

て
話
合
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
訪
問
診
療
事
業
は
北
海
道
、
千
葉
な

ど
七
県
、
相
談
事
業
は
一
六
県
（
本
年
度
よ
り

二
Ｉ
県
）
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
全
都

道
府
県
に
広
げ
る
よ
う
求
め
る
と
共
に
、
中
身

の
充
実
を
要
望
し
ま
し
た
。
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国
立
犀
潟
療
養
所
を
訪
問

　

一
九
九
一
年
こ
一
月
一
二
日
、
冷
た
く
寒
い

雪
の
吹
き
つ
け
る
中
を
私
達
は
新
潟
県
大
潟
町

に
あ
る
国
立
犀
潟
療
養
所
を
訪
れ
た
。

　

直
江
津
か
ら
車
で
三
〇
分
、
海
の
風
に
斜
め

に
か
し
い
だ
広
大
な
松
林
に
囲
ま
れ
た
療
養
所

に
着
く
。
副
院
長
の
福
原
先
生
が
走
る
よ
う
に

し
て
出
迎
え
て
下
さ
る
。
こ
れ
か
ら
緊
急
の
手

術
が
お
あ
り
と
か
で
、
代
わ
っ
て
婦
長
さ
ん
が

病
棟
に
案
内
し
て
下
さ
る
。

　

病
棟
に
は
集
会
室
が
あ
り
、
家
族
会
の
方
々

が
お
茶
菓
子
を
用
意
し
て
待
っ
て
い
て
下
さ
っ

た
。
さ
っ
そ
く
懇
談
に
入
る
。
私
達
か
ら
は
全

難
連
の
活
動
の
概
要
を
説
明
し
、
そ
の
後
、
家

族
会
及
び
病
棟
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
と
話
し
あ
っ

た
。
福
原
先
生
、
新
田
先
生
も
あ
と
で
参
加
し

て
下
さ
っ
た
。

　

家
族
会
代
表
の
寺
崎
さ
ん
か
ら
は
、
妻
が
Ａ

　
　

0
2
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　

皿

　
　

巧

　
　
　
　
　

八

　
　

匹

　
　

ｙ

　
　

。

　

麗

　
　

丿

心

　
　

皿

　
　
　

乱

　
　
　

‥

　
　
　

椋

　
　
　
　
　
　
　
　

7
0
1

一

　
　

２

　
　
　

ヅ
心

　
　
　

５
　
２

　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　

匹

　
　

眉
回
腸
ご
二
ご
ご

一
九
七
六
年
二
月
二
十
五
日
第
三
種
郵
便
物
認
可

　

（
毎
週
四
回
月
曜
・
火
曜
・
木
曜
・
金
曜
発
行
）

一
九
九
二
年
十
二
月
十
三
日
発
行
Ｓ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
増
刊
通
巻
一
三
三
二
号

　
　
　
　

９

　
　

２

　
　

･

<
Ｊ
>

　
　

―

全

　
　

郵

Ｌ
Ｓ
で
入
院
中
で
、
週
に
三
日
看
護
に
通
っ
て

い
る
。
入
院
し
て
い
る
患
者
さ
ん
は
皆
重
症
で
、

看
護
婦
さ
ん
は
大
変
な
思
い
を
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
病
棟
で
は
看
護
婦
さ
ん
の
数
を
増
や

す
な
ど
、
特
別
な
配
慮
が
ほ
し
い
。
ま
た
携
帯

用
人
工
呼
吸
器
や
吸
引
器
等
を
一
式
、
外
出
用

に
そ
ろ
え
て
ほ
し
い
。
そ
う
す
れ
ば
患
者
さ
ん

を
院
内
散
歩
に
連
れ
出
す
こ
と
が
で
き
る
、
と

い
う
訴
え
が
あ
っ
た
。

　

病
棟
婦
長
さ
ん
か
ら
は
、
リ
ハ
ビ
リ
ー
ス
タ
。

フ
を
増
員
し
て
、
患
者
さ
ん
が
毎
日
リ
ハ
ビ
リ

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
た
い
、
男
性

の
看
護
士
も
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
あ
っ
た
。

　

福
原
副
院
長
か
ら
は
、
在
宅
療
養
を
推
進
す

る
国
の
施
策
に
対
し
て
疑
問
が
出
さ
れ
た
。
こ

の
地
方
は
老
人
夫
婦
だ
け
の
家
庭
が
多
く
、
家

庭
で
介
護
で
き
る
だ
け
の
人
手
が
な
く
、
公
的

支
援
も
十
分
で
な
い
。
勢
い
病
院
が
ケ
ア
の
中

心
的
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
に
は

看
護
婦
の
数
を
増
員
し
て
、
特
３
類
看
護
に
す

べ
き
で
あ
る
と
い
う
ご
意
見
で
あ
っ
た
。

　

家
族
会
と
病
棟
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
は
和
気

あ
い
あ
い
と
し
て
お
ら
れ
、
実
に
心
あ
た
た
ま

る
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
。

発
行
人
身
体
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

　
　
　
　

東
京
都
世
田
谷
区
砧
六
一
二
六
－
二
Ｉ

り
乙
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定
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